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平成15年６月末現在の
人口の動き

●人口13,748人 前月比（＋001人）
前年比（＋049人）

男 6,826人（＋04人）
女 6,921人（－03人）

●世帯数3,637世帯 前月比（＋－00世帯）

総勢401名が参加

6月16日 聖籠海岸クリーン作戦

8

▲清掃前

▲清掃後　こんなにきれいになりました

●関連記事22ページ

参加者・聖籠中学校の生徒と先生
・聖籠ライオンズクラブ
・聖籠町漁業協同組合
・東北電力㈱東新潟発電所

と関係会社
・役場職員
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21
世
紀
を
迎
え
、
少
子
・
高
齢
化
の

急
速
な
進
行
、
核
家
族
化
や
働
く
女
性

の
増
大
な
ど
に
伴
う
家
族
形
態
の
変

化
、
地
域
社
会
の
機
能
の
低
下
等
保
健

福
祉
分
野
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
が

ま
す
ま
す
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
況
を
踏
ま
え
、
高
齢
者

の
方
々
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
健
や
か

に
暮
ら
せ
る
町
、
介
護
を
必
要
と
す
る

方
々
が
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
せ
る
町
を

目
指
し
て
「
聖
籠
町
第
３
次
老
人
保
健

福
祉
計
画
・
第
２
次
介
護
保
険
事
業
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
高
齢
者
に
必
要
な
保

健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

「
在
宅
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
」「
寝
た
き
り
を
予
防
す
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
自
ら
の
健
康
づ
く
り
と
生

き
が
い
づ
く
り
活
動
の
た
め
の
支
援
の

充
実
」
を
基
本
に
し
ま
し
た
。

を
対
象
と
し
て
お
り
、
老
人
保
健
福

祉
計
画
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

○
本
町
に
お
け
る
要
介
護
者
等
（
介

護
保
険
給
付
対
象
者
）
の
現
状
把

握
○
必
要
と
な
る
介
護
保
険
給
付
対
象

サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量

○
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
み
量
に
係
る
供

給
体
制
の
確
保
の
た
め
の
整
備
方

策
○
事
業
者
間
の
連
携
の
確
保
等
、
介

護
保
険
給
付
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
円

滑
な
提
供
を
図
る
た
め
の
事
業

○
事
業
費
の
見
込
み
に
関
す
る
事
項

超
高
齢
社
会
に
向
け
て

計
画
の
考
え
か
た

こ
の
計
画
は
、
平
成
15
年
度
か
ら

平
成
19
年
度
ま
で
を
計
画
年
度
と
し
、

三
年
毎
に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

計
画
期
間
等

◆
老
人
保
健
福
祉
計
画

本
町
の
す
べ
て
の
高
齢
者
を
対
象

に
し
た
、
保
健
福
祉
事
業
全
般
に
関

す
る
計
画
で
す
。

○
介
護
保
険
給
付
対
象
外
の
サ
ー
ビ

ス
の
整
備
目
標
、
サ
ー
ビ
ス
の
供

給
体
制
の
確
保

○
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
及
び

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
拡
充

○
痴
呆
高
齢
者
施
策
の
充
実

◆
介
護
保
険
事
業
計
画

要
介
護
認
定
に
お
い
て
、
介
護
・

支
援
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た
高
齢
者

老
人
保
健
福
祉
計
画
と

介
護
保
険
事
業
計
画

こ
の
計
画
は
、
高
齢
者
が
病
気
に

な
っ
た
り
、
身
体
の
機
能
が
衰
え
た

り
し
た
時
で
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域

や
家
庭
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
を
め
ざ
し

●
高
齢
者
が
自
立
し
な
が
ら
健
康
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
連
携
の
強
化
に
よ
る
総
合

的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
整

備
●
高
齢
者
が
自
ら
の
意
思
に
基
づ
く

選
択
に
よ
っ
て
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
・
総
合

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
に
向
け
て

◆
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
の
推
進

○
元
気
な
高
齢
者
も
含
め
、
住
民
の

健
康
づ
く
り
と
介
護
予
防
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
く
。

○
地
域
社
会
に
お
け
る
「
健
康
」
や

「
介
護
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

◆
施
設
ケ
ア
か
ら
在
宅
ケ
ア
へ
の
転

換
の
促
進

○
在
宅
ケ
ア
優
先
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
基
盤
整
備
を
推
進
す
る
。

○
在
宅
と
施
設
を
つ
な
ぐ
中
間
的
ケ

ア
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー

プ
リ
ビ
ン
グ
な
ど
）
の
居
住
環
境

を
整
備
す
る
。

○
住
民
参
加
の
保
健
福
祉
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
。

基
本
方
針

◆
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
く
健
康
で
自

立
し
た
生
活
の
現
実

住
民
自
身
が
自
ら
の
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
自
立
し
た
暮
ら
し
を

継
続
で
き
る
よ
う
な
生
活
支
援
シ
ス

テ
ム
を
つ
く
っ
て
い
く
。

◆
と
も
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り

固
定
観
念
に
基
づ
い
た
偏
見
や
差

別
を
な
く
し
、
相
互
交
流
や
地
域
連

帯
の
意
識
の
醸
成
を
図
り
、
す
べ
て

の
住
民
が
安
全
で
快
適
な
生
活
が
で

き
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
く
。

◆
住
民
が
育
て
る
保
健
福
祉
シ
ス
テ
ム

町
の
保
健
福
祉
事
業
に
参
加
し
意

見
交
換
を
重
ね
な
が
ら
、
住
民
本
位

に
機
能
す
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て

い
く
。

基
本
理
念

◆
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備

〇
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

〇
中
間
的
ケ
ア
の
拠
点
づ
く
り

◆
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上

〇
利
用
者
の
選
択
と
自
己
決
定
へ
の

支
援

〇
人
材
研
修

〇
権
利
擁
護
、
苦
情
処
理
、
サ
ー
ビ

ス
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築

◆
保
健
事
業
の
課
題
と
介
護
予
防
の

推
進

〇
生
活
習
慣
の
改
善
に
向
け
て
若
い

年
代
か
ら
の
健
康
づ
く
り
対
策

〇
働
き
盛
り
年
代
の
生
活
習
慣
病
予

防
の
取
り
組
み

〇
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
と
ね
た
き

り
予
防
の
取
り
組
み

◆
痴
呆
性
高
齢
者
へ
の
対
応

〇
痴
呆
の
早
期
発
見
と
早
期
対
応

〇
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
宅
老
所
の
整
備

〇
痴
呆
性
高
齢
者
を
介
護
す
る
家
族

へ
の
支
援

◆
地
域
ケ
ア
体
制
の
構
築

〇
総
合
的
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

体
制
づ
く
り

〇
と
も
に
生
き
る
関
係
づ
く
り
の
推
進

〇
在
宅
介
護
の
居
住
環
境
づ
く
り

◆
住
民
参
加
の
保
健
福
祉
シ
ス
テ
ム

○
町
民
と
当
事
者
グ
ル
ー
プ
の
育
成

〇
保
健
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

〇
介
護
保
険
運
営
協
議
会

重
点
課
題

の
推
進

○
生
活
の
う
る
お
い
を
高
め
る
た
め
に

・
生
活
学
習
、
公
民
館
活
動
の
推
進

・
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
活
性
化

・
世
代
間
交
流
事
業
の
推
進

《
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
・
自
立
に

不
安
の
あ
る
高
齢
者
の
た
め
に
》

○
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に

・
軽
度
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

・
生
活
支
援
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

・
移
送
サ
ー
ビ
ス

・
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

○
安
全
を
確
保
し
、
孤
独
感
を
緩
和
す

る
た
め
に

・
緊
急
通
報
装
置
整
備
事
業

・
老
人
福
祉
電
話
サ
ー
ビ
ス

・
配
食
サ
ー
ビ
ス

○
介
護
予
防
、
痴
呆
予
防
の
た
め
に

・
機
能
訓
練

・
訪
問
指
導

・
転
倒
骨
折
予
防
教
室

・
家
族
介
護
教
室

・
気
道
感
染
予
防
教
室

・
生
き
が
い
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

・
高
齢
者
生
き
が
い
交
流
事
業

・
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

・
高
齢
者
食
生
活
改
善
指
導
事
業

《
寝
た
き
り
等
の
高
齢
者
の
た
め
に
》

○
介
護
保
険
対
象
外
の
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
の
推
進

・
ね
た
き
り
老
人
、
痴
呆
老
人
お
む

つ
給
付
事
業

・
寝
具
類
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス

事
業

○
介
護
者
の
負
担
軽
減
策
の
充
実

・
介
護
手
当
支
給
事
業

・
住
宅
整
備
費
助
成
事
業

・
訪
問
介
護
利
用
料
助
成
事
業

・
上
乗
せ
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
助

成
事
業

・
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
助
成
事
業

《
痴
呆
性
高
齢
者
の
た
め
に
》

○
家
族
会
活
動
へ
の
支
援

○
相
談
体
制
の
整
備

○
早
期
の
予
防

○
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備
等

《
施
設
入
所
高
齢
者
の
た
め
に
》

○
介
護
保
険
対
象
外
の
生
活
支
援
施
設

サ
ー
ビ
ス
の
整
備

◆
高
齢
者
を
支
え
る
基
盤
整
備
に
関
す

る
施
策

《
充
実
し
た
高
齢
期
と
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
》

○
就
労
機
会
の
拡
大

○
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
等
へ
の
支
援

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
促
進

○
交
流
・
ふ
れ
あ
い
の
場
の
充
実

《
地
域
で
支
え
合
う
し
く
み
づ
く
り
》

○
住
民
参
加
の
推
進
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
の
推
進

○
住
民
全
般
へ
の
保
健
・
福
祉
教
育
の

推
進

○
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

・
公
共
施
設
整
備
の
検
討

・
道
路
整
備
の
検
討

・
公
園
整
備
の
検
討

《
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
体
制

の
確
立
》

○
サ
ー
ビ
ス
が
総
合
的
に
提
供
さ
れ
る

た
め
の
施
策

保
健
福
祉
課

T
27
│
６
５
１
１

町
民
課

T
27
│
２
１
１
１
（
内
１
１
５
）

保
健
福
祉
施
策

的
に
利
用
で
き
る
よ
う
な
体
制
の

整
備
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

第３次老人保健福祉計画第３次老人保健福祉計画第３次老人保健福祉計画
第２次介護保険事業計画第２次介護保険事業計画第２次介護保険事業計画 を策定しました。を策定しました。を策定しました。

だれもがその人らしく健康で自立した生活の実現をめざしてだれもがその人らしく健康で自立した生活の実現をめざしてだれもがその人らしく健康で自立した生活の実現をめざして

聖　籠　町 
◆
高
齢
者
の
状
態
に
応
え
る
施
策

《
元
気
な
高
齢
者
の
た
め
に
》

○
健
康
を
保
つ
た
め
に

・
健
康
手
帳
の
活
用

・
健
康
教
育
の
充
実

・
健
康
相
談
の
充
実

・
健
康
診
査
、
が
ん
検
診
の
推
進

・
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
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第１期 

5月 

2,700 

4,000 

5,400 

6,700 

8,100

第２期 

6月 

2,700 

4,000 

5,400 

6,700 

8,100

第３期 

7月 

2,700 

4,000 

5,400 

6,700 

8,100

第４期 

8月 

2,700 

4,400 

5,400 

7,100 

8,100

第５期 

9月 

2,700 

4,000 

5,400 

6,700 

8,100

第６期 

10月 

2,700 

4,000 

5,400 

6,700 

8,100

第７期 

11月 

2,700 

4,000 

5,400 

6,700 

8,100

第８期 

12月 

2,700 

4,000 

5,400 

6,700 

8,100

年間保険 
料　　額 

21,600円 

32,400円 

43,200円 

54,000円 

64,800円 

期 

月 

第１段階 

第２段階 

第３段階 

第４段階 

第５段階 

　皆様から納めていただいた介護保険料によって介護保険が運営されて
います。平成14年度の介護保険は以下のように利用されました。 

 

第１号被保険者  

（75歳以上） 

被保険者数  

2,617人  

（1,217人） 

 

第１号被保険者 

（75歳以上） 

第２号被保険者 

総　数 

認定者数 

316人 

（269人） 

18人 

334人 

・聖籠町の被保険者数と認定者数（平成15年3月31日現在） 

・普通徴収（納付書や口座振替で納める）の方の納期と納付額 

・特別徴収（年金から天引き）の方の納期と納付額 

・平成１４年度に介護保険を利用した人数と町から支払われた金額 

・介　護　保　険　料（月額） 

※第１号被保険者：65歳以上の方 
※第２号被保険者：40歳から64歳までの方 

※　平成14年度：実質介護保険料：平成14年度介護費用額を65歳以上の高齢者負担率

17％で換算したもので、実際に必要とされる１人あたりの保険料 

75歳以上の方は約５人に１人が介護保険の認定を受けています。 

段　階 

第１段階 

第２段階 

第３段階 

第４段階 

第５段階 

対　　象　　者 
 

・世帯全員が住民税非課税者で、本人が老齢福祉年金受給者 
・生活保護受給者  

・世帯全員が住民税非課税者  

・本人が住民税非課税で、世帯内に住民税課税者がいる人 

・本人が住民税課税者で、前年の合計所得が200万円未満の人 

・本人が住民税課税者で、前年の合計所得が200万円以上の人 

平成15年度 
年間介護保険料額 

21,600円 

32,400円 

43,200円 

54,000円 

64,800円 

第１期 

4月 

2,700 

3,900 

5,300 

6,600 

7,900

第２期 

6月 

2,700 

3,900 

5,300 

6,600 

7,900

第３期 

8月 

2,700 

3,900 

5,300 

6,600 

7,900

第４期 

10月 

4,500 

6,900 

9,100 

11,400 

13,700

第５期 

12月 

4,500 

6,900 

9,100 

11,400 

13,700

第６期 

2月 

4,500 

6,900 

9,100 

11,400 

13,700

年間保険 
料　　額 

21,600円 

32,400円 

43,200円 

54,000円 

64,800円 

期 

月 

第１段階 

第２段階 

第３段階 

第４段階 

第５段階 

第１次介護保険料（平成12年度～平成14年度） 

平成14年度　実質介護保険料相当額 

第２次介護保険料（平成15年度～平成17年度） 

2,650円 

3,480円 

3,600円 

利用者１人当たりの 
給付月額（町から支払われた金額） 

在宅介護利用者 

施設入所利用者 

10万7千円 

31万2千円 

施設介護 

999人 

311,761

在宅介護 

2,451人 

261,870

 

利用人数（延べ） 

給付総額（千円） 

合　計 

3,450人 

573,631

利用者１人当たりの 
自己負担月額（介護保険適用分） 

在宅介護利用者 

施設入所利用者 

１万１千円 

３万８千円 

平成14年度 介護保険利用状況 平成14年度 介護保険利用状況 
　平成15年度の課税（平成14年1月1日から平成14年12月31日までの所得）が確定
したことに伴い、平成15年度介護保険料が確定します。介護保険料第1期～第3期まで
の仮徴収期間で納められた金額を年間介護保険料額から差し引いた金額を第4期から納め
ていただきます。安心した老後をおくるために、そして介護を必要としている人に、充実
したサービスを提供するためにも、今後も保険料の納付にご理解とご協力をお願いします。 

　介護保険料改定に伴い第1期～第3期の期額と第4期～第8期の保険料期額の格
差を是正するため平準化により調整されています。 

●平成15年度の年間保険料及び階層内訳 

8月中旬に平成15年度介護保険料決定通知及び納付書等を送付いたします。 

※年度途中で65歳になられた方、転入されて来た方は、上記の金額と異なります。（月割保険料になります。） 

※保険料段階が変更になった方の期額は上記表と異なります 

（介護保険事業状況報告年報より） 

問い合わせ　役場町民課　介護保険係　T２７－２１１１（内線１１５） T２７－１９５２（直通）
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聖籠町国民健康保険税（国保税）の、全8期のうち、最初の3期分は5月にお送りいたしました。
（仮算定分：詳しくは広報5月一般号をご覧ください）。 
　8月中旬頃にお送りする分は、残りの5期分です。みなさんに申告していただいた
14年中の所得と、15年度保険税率が決定したため、15年度の国保税の額を計算する
ことができるようになります。そのため、今回お送りする5期分を「本算定」とよびます。 
　では、実際にどうやって国保税が決定されたのか見てみましょう。 
　国保税は次のように計算されます。 

　「本算定」を決める前に、まず保険税の年間の額を計算しなければなりません。 
　その計算方法を見てみることにしましょう！ 

　こうして計算した国保税年間額のうち、仮算定で納めていただいた最初の3期分を差し引いて、残りの分
を今回お送りした5期に振り分けてあります。 
　今後、世帯の加入状況や国保加入者の所得に変化がなければ、この5期で1年間（平成15年4月もし
くは加入した月～平成16年3月）の保険税は納め終わることになります。 
　また、今後は世帯の加入状況に変更があれば、届出いただいた翌月に、計算しなおした保険税をお送りす
ることになります。 

●医療保険分 

　次の4つの項目を組み合わせて一世帯ごとの保険税額が決められます。 

…世帯の所得に応じて計算　　【年収から必要経費・控除を引いた所得】×【6.8％】 

…世帯の資産に応じて計算　　【固定資産税（土地・家屋などにかかる税金）】×【10.0％】 

…加入者数に応じて計算　　　【25,000円】×【世帯の加入者数】 

…一世帯にいくらと計算　　　【31,000円】 

①所得割 

②資産割 

国民健康保険に加入している方、又は
加入していた方のお名前が入ります。 

世帯内の加入状況（資格）が記載され
ています。 
擬…擬制世帯主 

国民健康保険には加入していませ
んが、世帯主ということで納税義
務者としてお名前が入ります。 

主…普通世帯主 
国民健康保険に加入している世帯
主の方です。 

被…被保険者（加入者） 
国民健康保険に加入している方です。 

無…過去に国民健康保険に加入してい
た方です。 

①氏　名 

②資　格 

●介護保険分 

　国保に加入している40歳以上65歳未満の人（介護保険の第2号被保険者）のみが納めます。 

※この計算方法については「本算定」の納付書にも記載されています。（納税通知書３ページ目） 

※国民健康保険の加入日についてはお手元の保険証をご覧下さい。 

…世帯の所得に応じて計算　　【年収から必要経費・控除を引いた所得】×【0.7％】 

…加入者数に応じて計算　　　【7,300円】×【世帯の加入者数】 

⑤所得割 

⑥均等割 

③均等割 

④平等割 

一世帯当たりの保険税額の決まり方 

加入状況（納税通知書の2ページ目に記載されています） 

本算定の保険税を計算してみましょう 

国民健康保険税　本算定のご案内 
前のページで見た国保税計算では、世帯の中で国保に加入している方の分の所得等をもとにしています。 
誰が国保に加入しているかは、納税通知書でも確認することができます。 
では、納税通知書にある加入状況を見てみましょう。 

例）前年度の保険税が年間24万円。今年の保険税が年間29万円となった場合。 

①仮算定…前年度の保険税24万円の8分の3を3等分した金額が、仮算定の保険税となります。 

②本算定…8月になると今年の保険税の年税額が確定します。 
　年税額の確定後、残りの保険税を計算すると･ ･ ･ 
　　「確定した保険税（年税額）」　－　「仮算定で確定した税額」　＝　「保険税（4期～8期）」 
　となります。この例の場合仮算定で9万円（1期～3期）と算定されているので･ ･ ･ 
　　290,000　－　90,000　＝200,000 
　となるので、この200,000円を残りの納期（5回）で割ると･ ･ ･ 
　　200,000　÷　5　＝40,000 
ということで、4期から8期はそれぞれ40,000円を納めていただくことになります。 

特別な事情により保険税の納付が困難な場合には、申請により分割納付などもできますので、
滞納のままにせず、担当窓口に相談してください。 

つまり、仮算定と今回の本算定を足すと 
１年間分の保険税になるんだ　ねし。 

問い合わせ　役場町民課　国保係　２７－２１１１（内線１１６、１１７） ２７－１９５２（直通）
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問い合わせ　役場町民課　国保係　T２７－２１１１（内線１１６） T２７－１９５２（直通）

国民健康保険の保険証の色が、９月１日から、新しく「空色」

に変わります。今までの「ピンク色」の保険証は、８月31日限り

で使えなくなりますので、ご注意下さい。

新しい保険証は、８月末頃に郵便でお届けしますので、お手元

に届き次第、住所・世帯主名・加入者等の確認をし、ご不明な点

があればお問い合わせ下さい。

保険証は、原則として一世帯に一枚、世帯主宛てに交付されま

すが、修学や仕事などでやむを得ず長期間、住所地を離れる場合

には、遠隔地の保険証を交付しますので、申請をして下さい。

届出をお忘れではありませんか？
～加入・脱退の手続きは必ず14日以内にお願いします～

職場の医療保険（健康保険、共済組合など）に加入している人、または生活保護を受けている人以
外は、すべて国保に加入して被保険者にならなければなりません。国保に加入している人で、住所や
資格に変更があった場合には、必ず14日以内に届出が必要です。

○国保に入る資格ができたとき（他の医療保険の資格が切れたとき）から保険税の納付義務が発生
するため、その間の保険税をさかのぼって納めなければなりません。
○届出をしなかった期間に受けた医療の費用は全額自己負担となってしまいます。

加入の届出が遅れると…

脱退の手続きが遅れると…
○届出が遅れた期間、資格がなくなっているのに国保で受診した医療費があれば、全額返還しなけ
ればなりません。
○他の保険と合わせて保険税を二重に支払ってしまうことになりかねません。

9月から保険証の色が「空色」に変わります 9月から保険証の色が「空色」に変わります 
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素敵な出会いを見つけませんか？ 

～盛りあがれ　スポーツ編～ 

平成15年10月11日m 
ＡＭ11：20（聖籠町役場前送迎バス出発） 
 
観　戦：新潟スタジアムビッグスワン特別室 
交流会：魚民（新発田） 
 
男性　6,000円　 
女性　4,000円 
（特別室観覧席観戦チケット、送迎バス、交流会飲食代､賞品代含む） 
 
20歳以上の独身男女30名（男性15名、女性15名） 
（聖籠町、紫雲寺町、加治川村に在住・在勤者優先） 
 
平成15年9月26日lまでに聖籠町役場総務課　二宮 
（@27－2111）へ申し込み願います。 
主催：サンセット・ラブ実行委員会 

・結婚についての「なんでも相談」を開設します。 
・町結婚相談員が相談に応じます。 
・相談は本人、身内、どなたでもかまいません。 
・相談日は毎週月～金曜日の（９：００～１５：００） 
・相談場所　役場庁舎内及び相談者指定場 
　（希望時間・希望相談場所があればお伺いします。）  
 
・連絡先 
　役場総務課　@２７－２１１１（内線２２６） 

結婚相談員　二宮 

ハッピーエンド事業で結婚相談を始める事になりました 

町 か ら の お 知 ら せ  町 か ら の お 知 ら せ  



―
転
倒
骨
折
予
防
教
室
―

は
つ
ら
つ
教
室(
地
域
め
ぐ
り)

開
催

８ 
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《保健福祉事業》

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

INFORMATION
お
し
ら
せ
お問い合わせ先

町役場　　　　　@２７－２１１１

町民会館　　　　@２７－２１２１

図書館　　　　　@２７－６１６６

保健福祉センター@２７－６５１１

診療所　　　　　@２７－１２３４

水道課　　　　　@２７－５１４１

ところ　保健福祉センター

◆心配ごと相談

６日j・20日j・９月３日j

午後１時～４時

◆弁護士相談（要予約）

28日k午後１時～４時

町社会福祉協議会

@27－6767

◆行政相談

８月12日i

９時30分～11時

役場総務課

@27－2111

◆乳幼児健康診査・各種学級

○妊婦学級（前期）

12日i午前９時30分～

○育児相談会

18日h午前10時～11時

○１歳２カ月児歯科健診

25日h午後１時15分～

○１歳６カ月児健診

28日k午後１時15分～

○乳児健診

29日l午後１時15分～

保健福祉課

@27－6511

　日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

町
長
の
動
向

（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

８
月

２
日
・
護
衛
艦
「
み
ょ
う
こ
う
」

歓
迎
式
典
・
艦
上
昼
食
会

・
青
果
物
出
荷
セ
ン
タ
ー
竣

工
式
典

・
聖
籠
夏
ま
つ
り

３
日
・
聖
籠
夏
ま
つ
り
花
火
大
会

５
日
〜
７
日

・
広
島
平
和
記
念
式
典

８
日
・
交
通
安
全
街
頭
指
導

15
日
・
成
人
式

24
日
・
新
潟
県
消
防
大
会

昨
年
度
か
ら
事
業
を
開
始
し
ま
し

た
「
転
倒
と
骨
折
」
予
防
の
た
め
の

「
は
つ
ら
つ
教
室
」
を
今
年
度
か
ら
３

年
計
画
で
全
集
落
を
対
象
に
実
施
し

ま
す
。

◆
教
室
の
内
容

①
足
の
元
気
度
調
査

②
脚
力
を
つ
け
る
た
め
の
体
操

③
骨
密
度
測
定

◆
対
象
者

75
歳
以
上
の
方

―
転
倒
骨
折
予
防
教
室
―

は
つ
ら
つ
教
室(
地
域
め
ぐ
り)

開
催

◆
協
力
病
院

新
潟
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

保
健
福
祉
課

@
27
―
６
５
１
１

今
年
度
は
、
次
の
日
程
で
開
催
す

る
予
定
で
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

広
報
せ
い
ろ
う
８
月

お
し
ら
せ
号
は

お
休
み
し
ま
す

診療所は、8月11日hから15日lまで
休診いたします

《平成15年度の開催予定》

日　　　時 会　　　場 対　象　地　区
８月

11月

２日m ９時30分～12時 保健福祉センター 丸潟、桃山
９日m ９時30分～12時 蓮野地区多目的屋

内運動場
蓮野

30日m ９時30分～12時
13時～15時30分

二本松公会堂 二本松、山三賀、外畑、
正庵

８日m ９時30分～12時
13時～15時30分

蓮潟公会堂 蓮潟、蓮潟新田、甚兵
エ橋、聖中ケ丘

15日m ９時30分～12時
13時～15時30分

藤寄公会堂 藤寄、旭ケ丘

22日m ９時30分～12時
13時～15時30分

亀塚公会堂 亀塚

《平成16・17年度の開催予定》

年　度 対　象　集　落
16年度 四ッ屋・道賀新田・上大谷内・山大夫・大夫興野・別條・八幡・次第浜

17年度
真野・山倉・苔沼・中の橋・山諏訪山・本諏訪山・杉谷内・網代
浜・本大夫・本三賀・ひばりが丘
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ゴミは 
ちゃんと分別 
しようねっ 

町
で
は
、
今
年
度
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
・
包
装
類
の
分
別
を
開
始
す

る
な
ど
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
さ
ら
な
る
減
量

化
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
は
大
袋

１
種
類
の
み
で
あ
っ
た
一
般
家
庭
用

ご
み
指
定
袋
に
、
サ
イ
ズ
の
小
さ
な

小
袋
を
追
加
し
ま
す
。

９
月
以
降
の
世
帯
無
料
配
布
枚
数

及
び
小
袋
の
取
扱
い
は
次
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

９
月
か
ら
一
般
家
庭
用

ご
み
袋
の
種
類
が
変
わ
り
ま
す

生
活
環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

@
27
―
２
１
１
１
（
内
線
２
８
３
）

@
27
―
１
９
６
２
（
直
通
）

●
小
袋
の
取
扱
い

①
小
袋
の
取
扱
い
開
始
日

平
成
15
年
９
月
１
日
か
ら

②
販
売
価
格
　
無
料
配
布
分
以
外
に

袋
を
購
入
す
る
場
合

10
枚
４
０
０
円
（
１
枚
40
円
）

③
小
袋
と
の
交
換

大
袋
か
ら
小
袋
へ
の
、
交
換
は
可

能
で
す
。
た
だ
し
、
世
帯
員
数
に
応

じ
た
無
料
配
布
枚
数
（
左
記
表
の
枚

数
）
の
範
囲
内
に
限
り
ま
す
。

④
紙
お
む
つ
用
の
ご
み
袋
無
料
配
布

紙
お
む
つ
処
理
用
の
ゴ
ミ
袋
無
料

配
布
分
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
お

り
大
袋
の
配
布
と
な
り
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
！

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
中
に

生
ご
み
な
ど
を
ま
ぜ
な
い
で
!!

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
中
に
生
ご

み
な
ど
が
混
入
し
、
選
別
・
梱
包
作

業
に
支
障
が
出
て
い
ま
す
。

特
に
次
の
よ
う
な
ご
み
が
め
だ
っ

て
い
ま
す
。

●
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
の
弁

当
の
食
べ
残
し
（
生
ご
み
）

●
紙
製
品
（
洗
剤
の
容
器
等
、
ふ
た

は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
本
体
は
紙
製
と

い
っ
た
わ
か
り
に
く
い
も
の
も
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。）

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
選
別
は
手

作
業
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
容
器

表
面
の
プ
ラ
マ
ー
ク
を
確
認
す
る
、

汚
れ
て
い
る
容
器
は
洗
っ
て
か
ら
出

す
な
ど
分
別
の
ル
ー
ル
は
き
ち
ん
と

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
き
ち
ん
と
分
別
」
を
お
願
い
し
ま

す
!!

生
ご
み
処
理
器
の
補
助
に
つ
い
て

生
ご
み
処
理
器
の
斡
旋
は
終
わ
り

ま
し
た
が
、
指
定
業
者
か
ら
購
入
す

る
場
合
、
補
助
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

指
定
業
者
（
４
社
）

㈲
五
十
嵐
薬
品(

新
発
田
市)

北
越
後
農
協
聖
籠
支
店
（
山
大
夫
）

入
山
金
物
店
（
真
野
）

㈲
と
や
だ
金
物
店
（
山
大
夫
）

補
助
金
額

購
入
価
格
の
１
／
２
で
３
、０
０
０

円
を
上
限
と
し
ま
す
。

世
帯
員
数

１
人

大袋
30 計

50小袋
20

大袋
60 計

100小袋
40

大袋
40 計

60小袋
20

大袋
40 計

70小袋
30

大袋
80 計

130小袋
50

大袋
50 計

80小袋
30

大袋
60 計

90小袋
30

大袋
110 計

170小袋
60

大袋
60 計

100小袋
40

大袋
60 計

100小袋
40

大袋
120 計

200小袋
80

大袋
70 計

110小袋
40

大袋
70 計

110小袋
40

大袋
140 計

220小袋
80

大袋
30 計

50小袋
20

２
人
〜
３
人
４
人
〜
５
人
６
人
〜
７
人

８
人
以
上

３月配布分 ９月配布分
合　計
配布枚数

《無料配布枚数》

現
在
町
で
実
施
し
て
い
る
児
童

ク
ラ
ブ
の
運
営
方
法
を
、
二
学
期

（
９
月
１
日
）
か
ら
の
予
定
で
次
の

と
お
り
一
部
変
更
し
実
施
し
ま
す
。

実
施
場
所

蓮
野
地
区
児
童
ク
ラ
ブ

蓮
野
小
学
校
内

山
倉
地
区
児
童
ク
ラ
ブ

山
倉
小
学
校
内

亀
代
地
区
児
童
ク
ラ
ブ

亀
代
小
学
校
内

負
担
金

事
業
利
用
者
負
担
金
と
し
て
次

の
と
お
り
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

第
１
子

月
額
５，
０
０
０
円

第
２
子
以
降

月
額
２，
５
０
０
円

※
こ
れ
ま
で
徴
収
し
て
い
た
お
や

つ
代
の
徴
収
は
あ
り
ま
せ
ん
。

案
内
及
び
申
請
等

案
内
文
書
及
び
申
請
書
に
つ
い

て
は
、
小
学
校
を
通
じ
て
お
届
け

し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
町
保
健
福
祉

課
児
童
ク
ラ
ブ
担
当
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課

@
27
―
６
５
１
１

聖
籠
町
児
童
ク
ラ
ブ

運
営
方
法
変
更
の
お
知
ら
せ

生ごみ
（料理くず、残飯）
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聖籠町 

住民基本台帳カード 

2013年○月△△日まで有効 
昭和＊＊年＊＊月＊＊日  性別 女 
住基　花子 
　 

聖籠町役場町民課　 TEL:0254－27－2111

生年月日 

氏　　名 
住　　所 

連絡先 

聖籠町 

住民基本台帳カード 

2013年○月△△日まで有効 
昭和＊＊年＊＊月＊＊日  性別 女 
住基　花子 
聖籠町大字諏訪山1635-4 

聖籠町役場町民課　 TEL:0254－27－2111

生年月日 

氏　　名 
住　　所 

連絡先 

希望すれば、 
住民基本台帳カード 
が交付されます 

写真なしカード 

写真ありカード 

※高度のセキュリティ機能を備えたICカードを採用します 

住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付

全
国
ど
こ
の
市
区
町
村
で
も
、
自

分
の
住
民
票
の
写
し
（
戸
籍
の
表
示

を
省
略
し
た
も
の
）
が
取
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
の
提

示
が
必
要
で
す
。

転
入
・
転
出
手
続
き
の
簡
素
化

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
を

受
け
て
い
る
場
合
、
転
出
届
を
郵
送

で
行
い
、
引
越
し
先
の
市
区
町
村
で

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
提
示
し
て

転
入
届
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、

引
越
し
前
の
市
区
町
村
に
行
く
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付

希
望
者
に
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
前
記
２
種
類
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
写

真
付
の
場
合
は
身
分
証
明
書
と
し
て

活
用
で
き
ま
す
。

ど
ち
ら
か
選
べ
ま
す
が
、
写
真
付

が
お
す
す
め
で
す
。（
公
的
な
証
明
書

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。）

カ
ー
ド
の
申
込
み
か
ら
交
付
ま
で

８
月
25
日
か
ら

住
基
ネ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
が
広
が
り
ま
す

①
窓
口
で
本
人
確
認
（
免
許
証
な
ど

写
真
付
の
も
の
に
限
る
。）を
行
い
、

申
請
書
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

②
申
込
み
か
ら
カ
ー
ド
交
付
ま
で
、

お
お
む
ね
２
週
間
か
か
り
ま
す
。

（
国
の
機
関
に
発
行
を
委
託
す
る
た

め
で
す
。）

③
写
真
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
写

真
（
脱
帽
・
無
背
景
で
６
ヶ
月
以

内
、
５
×
４
セ
ン
チ
）
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

④
交
付
手
数
料
は
、
１
件
５
０
０
円

で
す
。

⑤
カ
ー
ド
の
有
効
期
間
は
10
年
で
す
。

会場 至蓮野I .C↓ 

藤
木
鉄
工 

113
日本通運 

東港3

北蒲原郡 

聖籠町 

信越くみあい飼料 

日本通運 

東港3

北蒲原郡 

聖籠町 

信越くみあい飼料 

会 場 案 内 図

大
型
浚
渫
兼
油
回
収
船

「
白
山
」
の
一
般
公
開

東
港
地
区
周
辺
住
民
の
方
々
に
、

港
と
親
し
み
、
そ
し
て
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
次

の
と
お
り
、
大
型
浚
渫
兼
油
回
収

船
「
白
山
」
の
一
般
公
開
が
行
わ

れ
ま
す
。

９
月
６
日
m

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
予
定
）

東
港
区
東
埠
頭
１
号
岸
壁
及
び

埠
頭
用
地

事
業
内
容

○
大
型
浚
渫
兼
油
回
収
船
「
白
山
」

の
一
般
公
開

○
湾
内
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
（
天
候
に

よ
り
、
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

○
遊
び
の
広
場

①
昔
遊
び
教
室
（
竹
と
ん
ぼ
等

手
作
り
教
室
）

②
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト

③
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

④
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

○
飲
み
物
等
の
販
売

主
催
／
新
潟
東
港
地
域
整
備
推
進
協

議
会（
聖
籠
町
・
新
潟
市
・
豊
栄
市
）

聖
籠
町
役
場
ふ
る
さ
と
整
備
課

@
27
―
２
１
１
１
（
内
線
２
３
４
）

@
27
―
１
９
６
１
（
直
通
）

警察官募集
新潟県警察では、平成15年度警察

官（大学卒業者以外）採用試験の受
験者を次のとおり募集しています。
受付期間 受付中～８月18日h

（消印有効）までの間
受験資格 昭和51年４月２日～昭
和61年４月１日までに生まれた者。
ただし、①４年制大学を卒業した
者又は平成16年３月31日までに卒
業見込みの者、②新潟県人事委員
会が①と同等と認める者を除く。
応募方法 警察署、交番、駐在所
に備付けの受験申し込み書に必要
事項を記入し、最寄の警察署、交
番、駐在所に持参するか県警本部
警務課に郵送する。

新発田警察署
@0254－23―0110

新潟県警本部
@025－285－0110

役場町民課　町民サービス係

@27－2111（内線112）@27－1952（直通）
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税務課からのお知らせ 税務課からのお知らせ 
町税は口座振替で納期限内納税を
8月は町県民税の納入月です
多忙な毎日で、ついうっかり

納税するのを忘れていたら督促
状が来た、という経験はありま
せんか?

税金は、納期限までに納入し
ないと延滞金や督促手数料が加
算されます。

このようなことがないよう、
確実・便利な口座振替を利用し
てください。

なお、町税の延滞金は年14.6％、
督促手数料は督促状１通につき
100円がそれぞれ加算されます。

口座振替の申込は、町と契約
している金融機関または郵便局
でお願いします。

役場税務課　@27－1956

問　　町・県民税について
私は、平成15年３月30日に聖籠

町から新潟市へ引っ越しました
が、６月に聖籠町から15年度分
町・県民税の納税通知書が来まし
た。現在新潟市民なのになぜ聖籠
町に納税しなければならないので
しょうか。

税 金 の 質 問 に お 答 え し ま す
お答え 町・県民税は１月１日
現在の住所地に納税することにな
っています（地方税法318条）。し
たがって、あなたの１月１日現在
の住所は聖籠町にあったのですか
ら、15年度分は聖籠町に納税する
ことになります。

個人事業税の納税はお早めに
●納める時期

第１期　９月１日h
第２期　12月１日h
●納税窓口

お送りした納税通知書を持参
して、お近くの金融機関・郵便
局・県税事務所で納めてくださ
い。
●口座振替

預金口座のある金融機関で申
し込まれますと、平成16年度か
ら口座振替となります。

新発田県税事務所
午前８時30分～午後５時

@0254－22－5106

新潟県「都市計画区域マスタープラン」
住民説明会参加者募集のお知らせ
平成12年の都市計画法改正により、新

潟県が平成16年５月までに県内の全ての
都市計画区域（全44区域）の整備、開発及
び保全の方針（＝都市計画区域マスター
プラン）を策定することになりました。

都市計画の目標、主要な都市計画の決
定方針等の大きな道筋を明らかにするも
のです。

この度、その説明会を次のとおり開催
します。

新潟都市計画区域（聖籠町・新発田
市・紫雲寺町にお住まいの方）
平成15年９月10日j19：00～21：00
新発田市生涯学習センター

申込方法 郵送、FAXまたは電子メール
で、住所、氏名、電話番号を明記のうえ
お申込みください。（様式は問いません）
募集定員 100名（先着順とし、定員に
なり次第募集を締め切ります。）
募集申込期間 平成15年８月21日kから
９月４日kまで（必着）
素案の配布時期及び配布場所

平成15年８月上旬（予定）～
聖籠町役場（ふるさと整備課）
ホームページ（県土木部都市局都市政
策課）

県庁都市政策課都市計画係
@025－285－5511（内線3322）
ＦＡＸ 025－285－0624
メール t1600107＠mail.pref.niigata.jp

国民年金保険料の納付が困難なとき
―保険料を未納のままにせず、国民年金担当窓口で手続きを―
国民年金保険料の納付が困難なとき

―保険料を未納のままにせず、国民年金担当窓口で手続きを―
国民年金保険料の納付が困難なとき

―保険料を未納のままにせず、国民年金担当窓口で手続きを―

役場町民課　年金係

@27－2111（内線111） @27－1952（直通）

難読町村サミットだより②

10月９日k・10日lの全国難読町村サミット

のプログラムが少しずつ決まってまいりまし

た。篠田昭氏（新潟市長）による講演や全国か

ら集まった難読町村の方々によるサミット会議

を予定しています。前回に引き続き、難読町村

名クイズです。今回のサミットに参加する町村

のなかから難しそうなものを選びました。Let's

Try！（答えは15Ｐ）

①泰阜村（長野県）

②坂祝町（岐阜県）

③柵原町（岡山県）

④香春町（福岡県）

⑤頴娃町（鹿児島県）

役場企画財政課

@27－2111（内線211）

@27－1958（直通）

？ 
？ ？ 

自営業などの方は

「保険料免除申請」

の手続きを

「免除申請書（全額・半

額）」を提出してください。

後日、社会保険事務所がご

本人の前年分の所得などを

審査して、結果（承認・却

下）をお知らせします。免

除が承認された場合は、翌

年６月まで保険料の全額・

半額が免除されます。

学生の方（20歳以上）は

「学生納付特例申請」の

手続きを

「学生納付特例申請書」

を提出してください。学生

本人の前年所得が68万円以

下の場合、翌年３月までの

保険料が猶予されます。

保険料免除・学生納付特

例の申請は毎年必要です。

忘れずにお願いします！
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離
婚
や
死
亡
な
ど
に
よ
っ
て
、
父

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

に
対
し
て
、
手
当
を
支
給
す
る
制
度

で
す
。
そ
の
目
的
は
母
子
家
庭
な
ど

の
生
活
の
安
定
を
図
り
自
立
を
促
進

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

▲
支
給
の
対
象

十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る

児
童
（
障
害
児
に
つ
い
て
は
二
十
歳

未
満
）
で
次
に
あ
げ
る
よ
う
な
児
童

を
養
育
し
て
い
る
母
親
ま
た
は
、
母

親
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▲
支
給
要
件

（
次
の
よ
う
な
児
童
が
対
象
）

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

児
童
扶
養
手
当
と
は

・
父
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
が
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

児
童
で
、
公
的
年
金
の
加
算
対
象

に
な
っ
て
い
な
い
児
童

・
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

・
父
か
ら
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童

・
父
が
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

児
童

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し

た
児
童

・
棄
児
な
ど
出
生
の
事
情
が
明
ら
か

で
な
い
児
童

※

た
だ
し
、
手
当
の
支
給
要
件
に

該
当
し
て
か
ら
五
年
を
経
過
し
て

も
請
求
し
な
い
時
は
、
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

保健福祉課

@27－6511

▲
手
当
の
支
給

手
当
は
、
認
定
請
求
を
し
た
月
の

翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給

日
は
四
月
、
八
月
、
十
二
月
の
各
十

一
日
と
な
り
ま
す
。
手
当
の
額
は
扶

養
す
る
児
童
の
人
数
に
よ
り
支
給
さ

れ
ま
す
が
、
本
年
八
月
か
ら
児
童
扶

養
手
当
制
度
改
正
（
手
当
額
の
細
分

化
、
養
育
費
の
所
得
算
入
等
）
に
よ

り
手
当
の
所
得
制
限
等
で
全
部
又
は

一
部
支
給
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
を
有
す

る
二
十
歳
未
満
の
児
童
に
つ
い
て
、

児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
手
当
を
支
給
す
る
制
度

で
す
。

▲
支
給
の
対
象

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
り
、
精
神

ま
た
は
身
体
に
障
害
を
有
す
る
児
童

を
養
育
し
て
い
る
父
か
母
、
ま
た
は

父
母
に
か
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▲
支
給
要
件

医
師
の
診
断
書
が
必
要
で
す
。
な

お
、
療
育
手
帳
（
Ａ
判
定
）
を
所
有

し
て
い
る
児
童
は
、
診
断
書
を
省
略

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▲
手
当
の
支
給

手
当
は
、
認
定
請
求
し
た
月
の
翌

月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
日

は
四
月
、
八
月
、
十
一
月
の
各
十
一

日
と
な
り
ま
す
。
手
当
の
額
は
障
害

の
程
度
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
が
、

所
得
制
限
に
よ
り
支
給
停
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

児童扶養手当 

ご存知ですか 

特別児童扶養手当 

全部支給は、月額42,370円

一部支給は、所得などに応じて月額

42,360円から10,000円まで10円きざみの

額となります。

算定方法や計算式など詳しくは、お問

合せください。

※対象児童が４人以上いる場合は、1人

増えるごとに3,000円が加算されます。

◆児童扶養手当の額 （平成14年８月～）

区　　分

１　　級

２　　級

児童１人

051,100円

034,030円

児童２人

102,200円

068,060円

児童３人

153,300円

102,090円

◆特別児童扶養手当の額（平成15年４月～）

平成15年８月１日現在、「児童扶

養手当」又は「特別児童扶養手当」

の認定を受けている人は、８月中に

現況届を提出しなければなりませ

ん。この届は、前年の所得状況と対

象児童の監護状況を確認するための

大切な届です。この届を提出しない

と８月以降分の手当の支給が受けら

れなくなりますので、忘れずに提出

してください。

なお、対象者には８月上旬に町か

らご連絡します。

※ただし、平成15年７月31日以前に

資格喪失となる者及び、平成15年

７月１日以降に認定請求をした者

は届出の必要はありません。

忘れずに現況届を
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重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
と
は

ひ
と
り
親
家
庭
等町

で
は
、
重
度
心
身
障
害
者
、
ひ

と
り
親
家
庭
等
の
方
に
医
療
費
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

●
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３

療
育
手
帳
Ａ
の
所
持
者

●
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

と
、
児
童
の
父
か
母
又
は
養
育
者

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
一
定
の
障
害
の
状

態
に
あ
る
児
童

・
父
又
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い
児
童

・
父
又
は
母
か
ら
一
年
以
上
遺
棄

さ
れ
て
い
る
児
童

・
父
又
は
母
が
一
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
児
童

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

し
た
児
童

※
児
童
と
は
、
十
八
歳
に
達
す
る
日

以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
あ
る
者

（
障
害
児
に
つ
い
て
は
二
十
歳
未

満
）
を
い
い
ま
す
。

●
対
象
者
は
医
療
機
関
の
窓
口
で
、
一

部
負
担
金
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

あ
と
は
町
が
助
成
し
ま
す
。

〔
一
部
負
担
金
の
額
〕

・
外
来
　
一
回
　
五
三
〇
円
（

同

じ
医
療
機
関
で
一
か
月
四
回
ま

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

・
入
院
一
日
一
、
二
〇
〇
円

●
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
に

つ
い
て
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

●
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。��

��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
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受給者証更新の時期です

受給者証をお持ちのみなさ

んは、８月中に更新の手続が

必要です。

８月上旬にご連絡しますの

で、忘れずに手続きをしてく

ださい。

糖尿病教室のご案内
健康診断の結果、境界型糖尿病ある

いは糖尿病と診断されて、食事の注意

が必要といわれた方を対象に糖尿病教

室を開催します。

ご本人または食事を担当されている

方の参加をお待ちしています。
８月27日j 午後１時30分～４時

保健福祉センター

『糖尿病とは』（保健師）

『あなたに合った食事について』（管

理栄養士）

持参するもの　

食品交換表（お持ちの方）、健康診断

結果または糖尿病検査結果、筆記用具

参加希望者は８月18日hまでにご連

絡ください。
保健福祉課　保健師　@27－6511

ご相談ください
新潟県不妊専門相談センター

不妊等でお悩みの方に専門医師が個別に
面接相談を行います。

事前に電話でご予約ください。相談は無
料です。
◆新潟大学医学部附属病院会場
面接相談日

毎週火曜日　午後４時～６時
同病院産科婦人科学教室に事前予約が必

要です。
予約受付

平日午前10時～午後４時
@０２５－２２５－２１８４
メールや電話での相談もできます。
E-mail : sodan@med.niigata-u.ac.jp
電話相談

予約受付電話番号に電話してください。
◆県立中央病院会場（上越市）
面接相談日

毎月第１木曜日　午後１時～３時
同病院産婦人科外来に事前予約が必要です。
予約受付

平日午後１時～４時
@０２５－５２２－７７１１
県庁健康対策課母子保健係

@０２５－２８０－５２０２

難読町村サミットだより（13Ｐ）の答え

①やすおかむら

②さかほぎちょう

③やなはらちょう

④かわらまち

⑤えいちょう
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最近、全国において旧軍の毒ガ
ス剤による被災や健康被害が発生
しています。このため、被災事故
防止を図るために国が行う調査の
一環として、町民の皆さんから次
の情報の提供をお願いします。
◆情報提供をお願いする案件
・終戦時における旧軍ガス弾等の

保有及び廃棄に関する情報
・戦後における旧軍ガス弾等の発

見に関する情報
・戦後における旧軍ガス弾等によ

る被災に関する情報
・戦後における旧軍ガス弾等の処

理に関する情報
◆注意事項

情報は公開させていただく場合
がありますが、個人のプライバシー
は守られますので、必ず住所、氏
名、電話番号もお知らせください。

匿名の情報、ご意見等に対する
回答には応じられません。
◆受付期限

平成15年８月22日
◆情報提供の方法

次の連絡先までご一報くださ
い。
◆連絡先

聖籠町役場　生活環境課
@27－2111（内283）
@27－1962（直通）

ごみの減量化・再資源化を推進
するための啓発イベント「広域環
境フェア」が今年も開催されます。
このイベントでは以下のとおりフ
リーマーケットの参加者を募集し
ています。あなたの家に眠ってい
る衣類や小物などを整理して当日
会場でお店を開いてみませんか。

９月21日g

午前９時～午後４時（雨天中止）
新発田市カルチャーセンター
屋外

募集人数 85名（予定：先着順）
出店料 無料
募集期間

８月18日h～８月25日h
※定員になり次第締め切り
同時開催 虹色フェスタ’03
申込方法 電話申し込み

広域環境フェア実行委員会
事務局（新発田地域広域事
務組合環境・施設課内）

@26－1501

新
潟
県
民
の
た
め
の
情
報
が
満
載
の

県
民
手
帳
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
価
格
　
１
冊
　
４
３
０
円

（
色：

黒
・
ラ
ベ
ン
ダ
ー
）

申
込
は
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
役
場
企
画

財
政
課
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

８
月
29
日
l

手
帳
は
11
月
下
旬
に
配
布
予
定

役
場
企
画
財
政
課

@
27
―
２
１
１
１
（
内
２
１
２
）

27
―
２
１
１
９

２
０
０
４
年
度
版

県
民
手
帳
予
約
募
集

新
潟
県
民
文
化
祭
２
０
０
３

「
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
」
開
催

８
月
９
日
m
・
10
日
g

朱
鷺
メ
ッ
セ
展
示
ホ
ー
ル

県
内
各
地
の「
文
化
の
宝
も
の
」が
集

結
し
、郷
土
食
を
堪
能
で
き
る「
食
の

屋
台
」
や
「
物
販
コ
ー
ナ
ー
」
の
ほ
か

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
の
出
演
者
に

よ
る「
ス
テ
ー
ジ
」な
ど
盛
り
だ
く
さ

県
で
は
、
国
や
関
係
市
町
村
と
協

力
し
な
が
ら
、
将
来
の
新
潟
都
市
圏

に
お
け
る
新
し
い
交
通
計
画
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

都
市
交
通
の
現
状
や
計
画
内
容
等

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力

や
、
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
い

た
だ
け
る
モ
ニ
タ
ー
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

任
期

平
成
15
年
10
月
１
日

〜
平
成
17
年
３
月
31
日

応
募
資
格

15
歳
以
上
の
方

（
平
成
15
年
10
月
１
日
現
在
）

８
月
11
日
h

25
日
h

９
月
８
日
h

22
日
h

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
12
時

聖
籠
町
役
場
１
階
住
民
相
談
室

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次

の
と
お
り
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
す
。

８
月
４
日
〜
８
月
11
日

家
庭
で
減
ら
す
CO2

８
月
11
日
〜
８
月
18
日

よ
り
豊
に
生
き
る
た
め
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

８
月
18
日
〜
８
月
25
日

暮
ら
し
に
潜
む
リ
ス
ク
に
備
え
る

８
月
25
日
〜
９
月
１
日

消
費
生
活
相
談
事
例
〜
資
格
商
法

@
０
２
５
―
２
８
５
―
７
０
０
０

農
地
転
用
の
手
続
き
、
遺
言
相
続

相
談
、
内
容
証
明
作
成
、
年
金
の
支

給
開
始
手
続
き
な
ど
生
活
上
で
の

行
政
手
続
き
に
つ
い
て
無
料
で
相
談

相
談
者

新
潟
行
政
手
続
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
行
政
書
士

新
潟
行
政
手
続
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

@
０
２
５
―
２
７
４
―
６
９
５
３

ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、「
山
形
・
福
島
・
新
潟
、
三

県
文
化
交
流
展
」
で
は
、
伝
統
芸
能

や
名
産
品
、
郷
土
食
を
楽
し
め
ま
す
。

入
場
料

無
料

県
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

@
０
２
５
―
２
８
０
―
５
１
３
９

応
募
締
切
日

平
成
15
年
９
月
１
日
（
必
着
）

県
庁
都
市
政
策
課

@
０
２
５
―
２
８
０
―
５
７
１
７

新
潟
都
市
圏

交
通
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

労
働
に
関
す
る
問
題
で
お
困
り
の
方

は
@
０
２
５
―
２
３
２
―
６
１
１
０

ろ
う
ど
う
１
１
０
番

へ

相
談
内
容：

解
雇
、
退
職
、
雇
用
保

険
、
賃
金
な
ど
の
労
働
問
題

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
休
日
を
除
く
。）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

◇
無
料
の
弁
護
士
相
談
も
受
け
ら
れ
ま

す
。（
予
約
が
必
要
で
す
。）

新
潟
県
新
潟
労
政
事
務
所
か

ら
の
お
知
ら
せ

新
潟
県
く
ら
し
の
ダ
イ
ヤ
ル

休
日
診
療
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

休
日
診
療
所
で
は
、
お
盆
期
間
中

の
８
月
14
日
k

、
15
日
l

に
次
の
と

お
り
救
急
診
療
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
休
日
・
土
曜
日
夜
間
も
今

ま
で
ど
お
り
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

新
発
田
市
本
町
４
丁
目
16
番
83
号

二
市
北
蒲
原
郡

総
合
健
康
開
発
セ
ン
タ
ー
内

@
23
―
８
３
５
０

診療所 診療日
診療
科目

受付時間

新発田地
区休日・
土曜日夜
間診療所

14日
15日

内　科
小児科　

午前９時～
11時30分

午後１時30分～
４時30分

午後６時30分～
午後９時

休日救急
歯科診療
所

14日
15日

歯科

午前９時～
11時30分

午後１時30分～
４時30分
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60
歳
代
前
半
層
を
中
心
と
す
る
高

年
齢
求
職
者
を
対
象
に
、
次
の
と
お

り
技
能
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

◆
旅
館
業
ア
シ
ス
タ
ン
ト

９
月
１
日
h
〜
９
日
i
（
土
、
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

月
岡
温
泉
ホ
テ
ル
ひ
さ
ご
荘
他

申
込
期
間

８
月
１
日
〜
12
日

受
講
料

無
料

定
　
　
員

20
名

（
全
日
程
受
講
で
き
る
方
）

※
申
込
方
法
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

d
新
潟
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会

@
０
２
５
―
２
８
１
―
５
５
５
３

d
新
発
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

新
発
田
会
場
受
講
生
募
集

タ
ー
聖
籠
事
務
所

@
27
―
１
６
４
２

手
続
き
を
忘
れ
ず
に

幼
児
医
療
費
助
成

町
で
は
、
１
歳
か
ら
６
歳
ま
で
の

小
学
校
入
学
前
ま
で
、
医
療
費
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
８
月
で
一

歳
を
迎
え
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の

皆
さ
ん
は
、
８
月
中
に
手
続
き
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

手
続
き
方
法
は
次
の
通
り
で
す
。

平
成
14
年
８
月
生
の
方

手
続
き
に
必
要
な
も
の
①
印
鑑
②
保
険
証

手
続
場
所

保
健
福
祉
課
（
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）
幼
児
医
療
担
当

こ
の
手
続
き
を
済
ま
せ
な
い
と
医

療
費
助
成
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課
　
@
27
―
６
５
１
１

完成期限業　者　名契約額（円）工事（件）名

入 札 結 果

3,360,000

2,205,000

5,985,000

13,335,000

2,625,000

1,260,000

2,236,500

2,889,442

12,075,000

1,827,000

1,732,500

1,890,000

20,580,000

2,100,000

3,885,000

日本道路㈱新潟営

業所

北越ロードサービ

ス㈱聖籠営業所

曽根建㈱

㈱丸昭工務店

㈱岩村組

㈱岩村組

金井度量衡㈱

日本調理機㈱

新潟営業所

㈱市川組

㈲市川電業

㈲北聖電気

㈲小林電気

㈱総合都市開発

新潟ラビットポン

プ㈱

㈱市川組

H15.08.12

H15.08.16

H15.09.10

H15.11.24

H15.08.24

H15.08.24

H15.08.24

H15.08.24

H15.11.24

H15.07.29

H15.07.29

H15.07.29

H16.03.25

H15.08.02

H15.09.21

公下舗第21号杉谷内管渠整備工事に伴

う舗装復旧工事

網代浜加治川線舗装補修工事

河第１号新発田川草刈業務委託

改第２号寺島網代浜線道路改良工事

聖籠町観音の湯ざぶ～ん館サウナ室改

修工事

聖籠町観音の湯ざぶ～ん館洗面所扉取

付工事

学校給食用適温配送コンテナ購入

学校給食共同調理場食器購入

蓮野楮畑地区観光道路改良工事

蓮野小学校冷房機器設置工事

山倉小学校冷房機器設置工事

亀代小学校冷房機器設置工事

次第浜浜山土地区画整理事業調査業務

委託

可搬消防ポンプ購入

海岸砂防林草刈業務委託

（6月18日～7月14日）

６ 

 

（注１）広報に載せてほしくない方は、町民課窓口で手続
きの際、その旨お話しください。

（@27－2111  内線112  町民サービス係）
（注２）渡邊さんの「邊」という文字など略して掲載

しています。戸籍に記載されている正確な氏
名と多少異なる場合があります。ご了承くだ
さい。

赤ちゃん 保護者 誕生日 行政区

崇
しゅう

大
た

ちゃん （本間　義弘） 05.23 藤　　寄

優
ゆう

人
と

ちゃん （稲田　孝行） 05.23 藤　　寄

莉
れ

碧
お

ちゃん （深井　　昭） 05.29 藤　　寄

愛
まな

弥
や

ちゃん （高橋　哲也） 05.30 網 代 浜

明
あか

音
ね

ちゃん （天野　秀一） 06.01 二 本 松

泰
たい

平
へい

ちゃん （小林　佳夫） 06.07 山 大 夫

大
ひろ

翔
と

ちゃん （山口　真央） 06.09 亀　　塚

海
かい

翔
と

ちゃん （大谷　　亮） 06.12 山 三 賀

成
なる

美
み

ちゃん （高橋　国蔵） 06.19 蓮　　潟

氏　　名 年　齢 死亡日 行政区

八　幡　キ　ヨさん （95歳） 06.01 藤　　寄

馬　渕　義
よし

美
み

さん （78歳） 06.04 網 代 浜

平　野　藤
とう

之
の

助
すけ

さん （91歳） 06.05 次 第 浜

堀　　　熊
くま

蔵
ぞう

さん （77歳） 06.10 網 代 浜

堀　　　孝
こう

作
さく

さん （87歳） 06.12 山 大 夫

新郎・新婦

宮　下　和
かず

也
や

さん

（斎藤）久美子
く み こ

さん

加　藤　　　悟
さとる

さん

（清水） 希
のぞみ

さん

渡　辺　正
まさ

貴
き

さん

（斎藤） 恵
めぐみ

さん

届出日 行政区

｝ 06.12   次 第 浜

｝ 06.13   網 代 浜

｝ 06.16 網 代 浜

佐久間　裕
ゆう

太
た

郎
ろう

さん

（高橋）美
よし

子
こ

さん
｝ 06.30 蓮 　 潟
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交　通 
安　全 
交　通 
安　全 
Ｎ
ＥＷＳ
Vol 16

８
月
１
日
〜
８
月
10
日 

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動 

 

【
運
動
の
重
点
】 

●
飲
酒
・
居
眠
り
・
暴
走
運
転
の
追
放 

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

着
用
の
徹
底 

　
聖
籠
町
内
で
も
６
月
か
ら
７
月
に
か
け

て
死
亡
事
故
に
な
る
ほ
ど
の
大
き
な
交
通

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　
旅
行
な
ど
で
遠
く
へ
出
か
け
る
こ
と
が

多
く
な
る
夏
時
期
、
長
時
間
の
運
転
は
早

め
の
休
憩
を
心
が
け
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し

す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

あ
な
た
の

運
転
テ
ク
ニ
ッ
ク
は

大
丈
夫
？

高
齢
者
・
女
性
・
若
者
ド
ラ
イ
バ
ー
ス
ク
ー
ル
開
催

町
で
は
な
か
な
か
減
少
し
な
い
自
動
車

交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
自
分
の
運
転
テ

ク
ニ
ッ
ク
の
安
全
度
を
認
識
さ
せ
る
た
め

ド
ラ
イ
バ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
発
田
自
動
車
学
校
を
会
場
に
し
た
高

齢
者
ス
ク
ー
ル
で
は
町
内
老
人
ク
ラ
ブ
を

通
し
て
三
十
三
人
が
参
加
。
免
許
取
得
か

ら
数
十
年
た
っ
て
い
る
参
加
者
た
ち
は
年

齢
と
と
も
に
低
下
す
る
自
分
の
運
転
技
能

を
認
識
し
、
安
全
確
認
の
大
切
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。

ま
た
西
し
ば
た
自
動
車
学
校
で
行
わ
れ

た
女
性
・
若
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
ス
ク
ー
ル

で
は
危
険
を
察
知
し
て
回
避
す
る
ま
で
の

反
応
時
間
の
計
測
や
路
上
走
行
テ
ス
ト
な

ど
を
行
い
、
忘
れ
て
い
た
運
転
ル
ー
ル
を

あ
ら
た
め
て
認
識
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
初
心
に
戻
っ

て
安
全
運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

6月30日豊栄市で二市北蒲原地区支会

ポンプ操法競技大会が開催されました。

各市町村を勝ち抜いた代表チームで

競われるこの大会。自動車ポンプの部

は５チーム、小型ポンプの部は12チー

ムで日頃の訓練の成果を競い合いまし

た。

聖籠町を代表して出場した本部分団

第２班（苔沼・聖中ケ丘・ひばりが丘）

は自動車ポンプの部で３位入賞、第２

分団第５班（二本松）は小型ポンプの

部で2位入賞という見事な結果でした。

代表選手のみなさんおつかれさまで

した。

二
市
北
蒲
原
地
区
支
会 

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会 

二
市
北
蒲
原
地
区
支
会 

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会 

蓮
野
学
区
の
各
集
落
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
主

催
の
交
通
安
全
自
転
車
教
室
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

四
月
に
学
校
で
自
転
車
の
交
通
ル
ー

ル
を
学
ん
だ
小
学
生
児
童
に
再
度
安

全
な
乗
り
方
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と

保
護
者
の
み
な
さ
ん
が
自
主
的
に
開

催
し
た
も
の
で
す
。

町
の
交
通
指
導
員
に
よ

り
各
集
落
で
の
危
険
箇
所

を
確
認
し
な
が
ら
実
際
に

自
転
車
に
乗
り
交
通
ル
ー

ル
を
学
び
ま
し
た
。

普
段
自
転
車
に
乗
っ
て

い
る
と
つ
い
つ
い
ル
ー

ル
を
忘
れ
、
大
き
な
事

故
に
つ
な
が
り
や
す
い

自
転
車
。

こ
れ
か
ら
も
事
故
の
な

い
よ
う
安
全
に
自
転
車
を

乗
る
よ
う
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

自転車の乗り方・交通ルールを学ぶ

PTA主催 交通安全自転車教室

蓮野学区　各集落

６　月 １月～６月（累計）

町の交通事故
発生状況 交通安全に関することは

役場生活環境課

@２７－１９６２（直通）

区分

年

平成15年

平成14年

増　減

発生件数

12

10

＋2

死者数

0

0

0

傷　者

17

16

＋1

発生件数

62

63

△ 1

死者数

3

3

0

傷　者

84

88

△ 4

５人１組のチームメンバーがお互い

に注意し、励ましあいながら100日間、

無事故・無違反を目指す県民交通安全

コンクール『チャレンジ100』に家族や

職場、友達を誘って参加してみません

か。

参加料　1000円
（５人１組で）

申込用紙は役場生活環境課にもあ
ります
達成者は抽選で旅行券や商品券な
どが当たります。

▲危険回避テスト

▲蓮野集落にて
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町の宝
で～す

６月の乳児健診から

宮下　琢
たく

海
み

ちゃん
H14.11.12生

田村　美
み

琴
こと

ちゃん
Ｈ15.2.28生

小川　春
はる

香
か

ちゃん
Ｈ15.2.23生

元気に育ってね！ この写真は保健福祉センターで行われる乳児健診会場で撮影しています。

38
名
が
参
加
。
日
本
に
来
た
ば
か
り

で
言
葉
が
通
じ
に
く
い
時
は
身
振
り

手
振
り
と
表
情
で
会
話
。
言
葉
の
壁

を
乗
り
越
え
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

町
で
は
今
後
も
留
学
生
を
招
い
て

の
交
流
会
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ど
ん
ど
ん
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

役
場
総
務
課
国
際
交
流
担
当

@
27
│
２
１
１
１
（
内
２
２
６
）

桜井　朝
あさ

陽
ひ

ちゃん
Ｈ15.2.22生

岩渕　未
み

希
づき

ちゃん
Ｈ15.2.9生

遠藤　圭
けい

仁
と

ちゃん
Ｈ15.2.20生

宮下　大
だい

輝
き

ちゃん
Ｈ14.11.12生

小見　結
ゆい

子
こ

ちゃん
Ｈ15.2.2生

桜井　唯
ゆう

我
が

ちゃん
Ｈ14.11.28生

渡辺　陽
はる

光
き

ちゃん
Ｈ15.2.13生

本田　結
ゆう

愛
あ

ちゃん
Ｈ15.2.14生

竹内　凛
りん

ちゃん
Ｈ15.2.24生

聖
籠
町
は
、
県
費
留
学
生
（
新
潟

県
か
ら
補
助
を
受
け
て
新
潟
大
学
や

県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
留
学
し

て
い
る
留
学
生
）
と
の
交
流
を
平
成

元
年
か
ら
続
け
て
い
ま
す
。

今
年
も
６
月
15
日
に
平
成
15
年
度

の
県
費
留
学
生
を
聖
籠
町
に
招
き
、

歓
迎
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
歓
迎

会
に
は
平
成
15
年
度
の
留
学
生
十
一

名
や
元
留
学
生
の
み
な
さ
ん
、
議
会

議
員
や
昨
年
度
中
国
へ
訪
問
し
た
町

の
文
化
団
体
の
み
な
さ
ん
な
ど
総
勢

����
����
����
����
����
����
����
����

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

よ
う
こ
そ 

　
　  

中
国
黒
龍
江
省
の 

　
　
　
　
　  

留
学
生
の
み
な
さ
ん 

▲歓迎会場にて

▲さくらんぼ園にて

ばろひのなんみ
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平
成
11
年
、
秋
の
「
ど
ん
ぐ
り
」

拾
い
か
ら
始
め
た
森
づ
く
り
、
子
供

た
ち
に
拾
っ
て
も
ら
っ
た
「
ど
ん
ぐ

り
」
か
ら
芽
吹
い
た
苗
木
約
１，
０
０

０
本
を
含
め
た
合
計
１，
８
０
０
本
ほ

ど
の
苗
木
を
町
内
の
３
幼
稚
園
、
保

育
園
、
３
小
学
校
の
子
供
た
ち
や
保

護
者
の
皆
さ
ん
、
先
生
方
、
聖
籠
中

学
校
の
生
徒
全
員
、
そ
し
て
亀
塚
住

み
郷
の
有
志
の
皆
さ
ん
に
手
伝
っ
て

も
ら
い
な
が
ら
、
植
栽
予
定
面
積
の

約
３
分
の
１
を
６
月
の
梅
雨
時
期
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
一
度
も
雨
に
邪
魔

さ
れ
る
こ
と
な
く
植
栽
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ワ
イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ
ガ

ヤ
、
ド
タ
バ
タ
と
い
う
作
業
風
景
で

し
た
が
、「
み
ん
な
で
森
を
つ
く
る
ん

だ
」
と
い
う
目
的
の
下
に
作
業
す
る

子
供
や
大
人
、
そ
ん
な
姿
を
微
笑
ま

し
く
思
い
ま
し
た
。

私
が
子
供
の
こ
ろ
、
夏
休
み
に
な

－どんぐりなどの 
　　　苗木１,８００本を植栽－ 

る
と
よ
く
、
大
き
な
木
の
幹
を
利
用

し
て
「
秘
密
小
屋
」
を
仲
間
と
作
っ

て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
将
棋
を
し
た

り
、
ま
ん
が
本
を
読
ん
だ
り
。
ゲ
ゲ

ゲ
の
鬼
太
郎
の
小
屋
を
小
さ
く
し
た

も
の
を
想
像
し
て
も
ら
え
れ
ば
い
い

と
思
い
ま
す
。

森
は
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
最
高

の
遊
び
場
だ
と
思
い
ま
す
。
学
校
の

森
も
い
つ
か
、
み
ん
な
の
森
、
地
域

の
森
と
な
り
、
集
い
、
遊
び
、
癒
さ

れ
る
、
そ
ん
な
場
所
を
育
て
た
い
と
、

来
年
度
も
植
栽
を
行
い
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
さ
ん
や
子
供
た
ち
に
一
人

で
も
多
く
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

木
の
根
元
に
20
年
後
、
30
年
後
、

50
年
後
？
の
自
分
に
宛
て
た
手
紙
を

入
れ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
め
る

の
も
楽
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

み
ら
い
の
た
ね
代
表

高
松
勝
雄

学
校
の
森
づ
く
り 

学
校
の
森
づ
く
り 

第
１
回
目
植
栽
終
え
る 
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ばろひのなんみ

イ
ラ
ス
ト
自
慢 

投稿するときは濃い鉛筆かペ
ンで描いてください。（薄いも
のは掲載できません）
名前は必ず書いてください。
（ペンネーム希望の場合は名
前の横にペンネーム『○○○
○○』と書いてください）

大つか　みさきさん・７歳

むく・９歳 もも・14歳

アセロラ☆・11歳

スヌーピー・８歳

桜・11歳

土方　水斗・16歳

小次郎・８歳

６
月
16
日
午
後
、
網
代
浜
・
次
第

浜
海
岸
を
き
れ
い
に
し
て
、
訪
れ
る

多
く
の
方
々
に
気
持
ち
よ
く
海
水
浴

を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
ク
リ
ー
ン

作
戦
を
行
い
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
作
戦
に
は
、
聖
籠
中
学

校
の
生
徒
と
先
生
２
４
２
名
、
役
場

職
員
３
名
、
聖
籠
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
６
名
、
聖
籠
町
漁
業
協
同
組
合
51

名
の
ほ
か
、
東
北
電
力
㈱
東
新
潟
発

電
所
と
関
係
会
社
か
ら
99
名
の
総
勢

４
０
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
網
代
浜
と
次
第
浜
の

二
手
に
分
か
れ
、
さ
わ
や
か
な
潮
風

を
受
け
な
が
ら
、
清
掃
作
業
に
汗
を

東
北
電
力
㈱
東
新
潟
火
力
発
電
所

聖
籠
海
岸
ク
リ
ー
ン
作
戦

大塚　歩美さん・10歳

あかり・５歳吉田　叶さん・７歳

小林　りかさん・９歳

三郎・13歳

小林　慧くん・７歳

えんがわ・11歳

本諏訪山・本大夫・中の橋地域の
民生委員・児童委員に

市川勝榮さんを委嘱

現代社会に暮す私たちの身の回りには、様々な問題

が生じています。このような中で、高齢者介護や子育

ての悩みなど、私たちの身近な福祉の相談員として24

名の民生委員・児童委員がそれぞれの地域において活

動しております。

このたび、この委員のお一人で本諏訪山・本大夫・

中の橋地域担当の小川義晴さんが辞任されました。小

川さんには５年８か月余りの間、担当地域の良き相談

員として地道な活動をしていただきました。ありがと

うございました。

後任として、本諏訪山の市川勝榮さんが厚生労働大

臣から委嘱されました。任期は平成16年11月30日まで

となります。市川さんよろしくお願いします。

流
し
ま
し
た
。

約
１
時
間
あ
ま
り
の
奮
闘
の
結
果
、

空
き
缶
や
紙
く
ず
な
ど
を
４
ト
ン
車

１
台
、
２
ト
ン
車
２
台
、
１
ト
ン
車

２
台
分
と
自
転
車
と
古
タ
イ
ヤ
等
を

回
収
し
ま
し
た
。

作
業
終
了
後
、
聖
籠
中
学
校
の
生

徒
代
表
が
「
こ
れ
か
ら
も
海
を
汚
さ

な
い
よ
う
心
が
け
、
私
達
の
海
を
大

切
に
し
て
行
き
た
い
。」
と
の
感
想
を

発
表
し
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
を
終
了
し

ま
し
た
。

地
引
網
は
初
め
て
と
い
う
園
児
た

ち
が
多
か
っ
た
せ
い
か
、
魚
を
見
る

と
「
わ
ー
大
き
い
」「
動
い
て
い
る
よ
」

な
ど
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
歓
声
を
あ

げ
て
い
ま
し
た
。

良
い
経
験
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
夏
本
番
で
す
。

海
や
川
で
は
大
人
と
一
緒
に
気
を
付
け
て
遊
び
ま
し
ょ
う
！

７
月
11
日
l

聖
籠
海
岸
海
開
き
の

安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
町
内
幼
稚
園
・
保
育
園

児
約
２
０
０
名
に
よ
る
地
引
網
体
験
。

よろしくお願いいたします。

新しい監査委員に鈴木武男さんが
就任されました

聖籠町監査委員に鈴木武男さん（真
野）が就任されました。

鈴木さんは、NTT㈱を退職後、労働
安全コンサルタンント事務所を経営さ
れる傍ら、日赤ボランティアとしても
活躍され町の救急教室の指導員も務め
られています。これから、町会計の監
査についてよろしくお願いします。

なお、前任の石田代表監査委員は、
６月30日に退任されました。在任中の
ご労苦に心より感謝申しあげます。

サキ・９歳

えんどう　かな　さん・９歳

○市川
い ち か わ

勝榮
か つ え い

さん
住　所　本諏訪山
年　齢　61歳
連絡先　@27－8112
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六
月
十
二
日
k

、
天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
皇
室
行
事
の
一
環

と
し
て
全
国
の
地
方
事
情
視
察
の
た
め
本
町
を
訪
問
さ
れ
ま
し

た
。
役
場
前
で
は
約
一
、
三
〇
〇
人
の
大
勢
の
皆
さ
ん
が
両
陛

下
を
お
出
迎
え
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ご
様
子
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

※
写
真
提
供：

新
潟
県

▲お出迎えの蓮野幼稚園児にお声をかける両陛下 ▲午前９時45分　真野の県園芸センターにご到着

▲午前11時49分　聖籠町役場にご到着 ▲県園芸センターでのご視察

今一度、お出迎えの皆さんにお応えされ、ご休
憩とご昼食をおとりになられるため役場内へ

▲大歓声で熱烈に歓迎する皆さん

▲お出迎えの皆さんにお応えされる

▲お見送りの皆さんに、車中からお応えされる ▲午後１時27分　ご休憩とご昼食を終えられ、お見送
りの皆さんにお応えされる

▲お出迎えの渡　町長と�松議長 

▲


